









































東西、 龍の臥せるがごとくして、 弥し望むに極り無し。 南北、 虎の据るが
ごとくして、 棲息するに興有り。（中略）白雲足の下なり。 千般の錦花、
はたもの はくしゅ






















































































































































歳月が流れ、 智閑は大証国師南陽慧忠の跡を慕い、 武当山に入り、 国師の庵












り、 竹もまた無為・無心の裡に響きを立て、 智閑ば悟った。 その時、 即座にこ

































































しょうじ こらい いんも しゃくじつ
生 死去来にあらざるゆゑに生死去来なり。1誤塵のゆゑに、 《昔日は曾つて
韮ょり去り》にして、《詞今は此より来る》なり。麗綸するに、たれか片々






























相依的存在が現成した。 ただし、 その観点あるいは「自 」という意識を固定し

















ば下であり、 四方と言えば四方であり、 八方であると言えば八方である。 しか






にあり、 時節が異なれば、その時節に即してその「ところ」にある。 つ ねに「一






できたし、 またそれを今に実現してもいる。 時間の内に在って、 しかも時間に














































































なく、 動静でもなく、 冷媛でもなく、 有無でもなく、 迷悟でもない。 凝り固
まっては金剛石よりも硬くなり、 誰にも破れなくなる。 融けては乳水よりも軟

























同じことを「山」につ いて道元はこう言う、 「山も宝にかくる、山あり、 沢
くう ぞう




も言い、 人間による「山」の限定的理解を退ける。 他方において、 古来山に入っ
た聖人賢人は多く、 それによって「山」が「現成」したが、 そこでは聖人賢人
に会うことはなく、 ただ「山の活計」、 山の生命のみが「現成」しているだけ


















と見る。 その流れも多様であり、 地を流れ、 空を流れ、 上方を流れ、 下方を流




















四、 おわりに 「花は愛惜にちり、 草は棄嫌におふるのみなり」（同、「現成
公案」）
「現成公案」は難解な次の四つの文で始まる（仮に括弧を付ける）。




（三）仏道もとより豊倹より跳出せるゆゑに、 生滅あり、 迷悟あり、 生仏あり。




の仕方が示されてきた。 今それを詳しく紹介し、 検討することはできない。 差
し当たりこれまで見てきたところから次のように解釈しておきたい。
（一）様々な「ものの在り方」が仏法の立場ないし視点のもとで見られてはじ

































暑到来、 如何んが廻避せん」 と尋ねた。 彼は「何ぞ無寒暑の処に向つて去らざ
る」と答えた（同、 「春秋」）。 草が生い茂れば、 嫌でも刈り取らねばなるまい。
その行為は必ずしも迷いや退転によるものではないのではないか。 智閲は草を
刈り、 道を掃除していた折に大悟した。 因みに岩波文庫本『正法眼蔵』(-)「現







強いて方法と言えば、 身心を山顛に到達させるために、 山登り、 岩登りをする







に支持されなくなった。 エコロジ ー が重要視され、 この観点から道元の思想を
理解しようとする試みもある。 例えば、 カリフォルニア大学教授ゲーリー ・ ス
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空海、 三教指帰 性霊集、 日本古典文学大系、 岩波書店
家永三郎、 日本思想史に於ける宗教的自然観の展開、 創元社
何 燕生、 「禅における花のシンボリズム ーー『枯華微笑』 の話をめぐる禅思
想の一水脈 」 （『日本佛敦學會年報』、 第六八号）
上田閑照、 上田閑照集、 第九巻、 虚空／世界、 岩波書店
岩田慶治、 道元との対話 人類学の立場から 、 講談社学術文庫
ゲー リ ー・スナイダ ー 、「山々に隠された山々 道元禅師と精神のエコロジ ー」
（奈良康明・東隆真編著、 『道元の二十一世紀』、 東京書籍）
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Dogen's View of Nature 
Toshimaro HANAZONO 
Dagen, the founder of the Soda sect of the Japanese Zen Buddhism, views the 
natural things and phenomena as the moments of the Buddhist enlightenment. In 
his big scale book of the preaching titled "Shobo genzo ",he cites the various 
episodes on the moments of the enlightenment through the encounter with the 
natural things and phenomena from Chinese Zen classics. 
The famous Chinese poet Su Dong Po viewed the landscape of the mountain as 
the true figure of Buddha himself and heard the sounds of valley as his real 
sermon. Do gen understands the simultaneous occurrence of the enlightenment both 
of the poet himself and the mountain or valley itself. 
Zhi Qin heaped times of Zen practice asceticism for the thirty years in mount­
ain. One spring day descended he down and approached to one village and then 
saw the full bloom of the peach tree. Suddenly occurred the inspiration upon him. 
He realised the ever-recurring "Now and Here" as the eternal truth. 
One day Zhi Xian sweeps the road in front of his hermitage. A pebble flies and 
hits a bamboo. He awakes the mutual dependent relationship among himself and 
the pebble and the bamboo. 
Zong Yi planned the tour for the trainning of Zen and got out from the temple. 
But he stumbled over a stone and felt a severe pain. He asked himself,"Who has 
felt this pain, if I myself should consist in the non-substantial assemblage of five 
elements." He always says his disciples that the whole cosmos is a piece of bright 
jewel. 
Dogen advises to keep one's soul open toward every thing and phenomenon so 
that these may show themselves openly. As everybody knows believes he that all 
the being is the Buddhahood. 
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